
こ
の
上
総
七
里
法
華
の
起
源
は
顕
本
法
華
宗
本
山
妙
満
寺
十
六
世
の
心
了
院
日
泰
（
一
四
五
二
’
一
五
○
六
）
に
帰
依
し
外
護
し
た
土

気
城
主
の
酒
井
定
隆
に
よ
り
長
享
二
年
（
一
四
八
八
）
に
出
さ
れ
た
改
宗
令
に
よ
っ
て
酒
井
氏
の
領
地
全
体
が
顕
本
法
華
宗
に
改
宗
さ
せ

こ
こ
で
上
総
と
は
、
『
広
辞
苑
』
に
よ
れ
ば
千
葉
県
の
中
央
部
を
意
味
す
る
と
言
う
。
そ
の
七
里
法
華
と
は
現
在
の
千
葉
市
緑
区
の
土

気
町
（
土
気
城
跡
）
を
中
心
と
し
た
七
里
四
方
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
Ｊ
Ｒ
外
房
線
の
土
気
（
と
け
）
の
駅
を
中
心
と
し
た

地
域
で
あ
る
。
詳
し
く
は
Ｊ
Ｒ
の
誉
田
・
土
気
・
大
綱
・
永
田
・
本
納
駅
ま
で
と
、
大
綱
駅
か
ら
東
金
駅
に
至
る
周
辺
の
地
域
の
こ
と
で

あ
る
。
一
般
に
は
土
気
を
中
心
と
し
て
東
金
に
及
ぶ
七
里
四
方
と
言
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
お
題
目
の
七
字
に
準
え
て
呼
ば
れ
た
と
も
言
わ

れ
て
い
る
。

ら
れ
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
元
文
（
げ
ん
ぶ
ん
）
法
難
は
上
総
七
里
法
華
の
地
域
の
中
で
起
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
江
戸
時
代
中
期
の
八
代
将
軍
徳
川
吉

上
総
七
里
法
華
に
お
け
る
元
文
法
難
と
伊
藤
玄
基
隆
敬
の
生
涯
（
岩
田
）

一
、
は
じ
め
に

上
総
七
里
法
華
に
お
け
る
元
文
法
難
と
伊
藤
玄
基
隆
敬
の
生
涯

岩
田
諦
靜

(3）



上
総
七
里
法
華
に
お
け
る
元
文
法
難
と
伊
藤
玄
基
隆
敬
の
生
涯
（
岩
田
）

宗
（
一
七
一
六
’
一
七
四
五
）
の
時
期
に
当
り
、
寺
社
奉
行
大
岡
越
前
守
に
よ
っ
て
裁
か
れ
て
い
る
。

《
Ⅱ
８
）

本
稿
は
上
総
七
里
法
華
の
中
で
起
っ
た
元
文
法
難
に
つ
い
て
中
村
孝
也
（
一
九
三
四
’
一
九
九
二
）
氏
の
揮
身
の
努
力
に
よ
っ
て
明

ら
か
に
さ
れ
た
上
総
七
里
法
華
新
門
徒
に
係
わ
る
法
難
の
中
で
も
中
心
の
も
の
で
あ
る
元
文
法
難
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
そ
の
法
難
と
深

く
係
わ
り
、
所
払
い
追
放
と
な
っ
た
「
内
証
（
緒
）
題
目
講
」
の
西
方
の
旗
頭
で
あ
る
伊
藤
玄
基
が
、
そ
の
後
、
佐
渡
に
渡
り
、
彼
の
地

（
２
）

に
お
い
て
伊
藤
隆
敬
と
名
乗
っ
て
現
在
も
佐
渡
を
知
る
た
め
の
名
著
と
さ
れ
る
『
佐
渡
名
勝
志
』
を
撰
述
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
同
一
人
物
に
つ
い
て
、
千
葉
県
の
郷
土
史
家
は
元
文
法
難
の
中
心
人
物
と
し
て
、
新
潟
県
佐
渡
の
郷
土
史
家
は
『
佐
渡
名
勝

志
』
の
撰
述
者
と
し
て
別
々
に
研
究
さ
れ
報
告
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
筆
者
は
そ
れ
は
同
一
の
人
物
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
そ
の
こ
と

志
』
の
撰
述
者
と
し
て
別
」

を
報
告
す
る
次
第
で
あ
る
。

上
総
の
顕
本
法
華
宗
に
は
慶
長
・
寛
永
・
万
治
・
寛
文
・
元
文
・
天
明
・
寛
政
の
法
難
が
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
元
文
法
難
に
至
る
ま
で

の
上
総
の
法
難
の
歴
史
を
概
観
し
て
理
解
を
深
め
る
次
第
で
あ
る
。

（
３
）

そ
れ
は
慶
長
法
難
を
噛
矢
と
す
る
。
そ
の
法
難
は
、
上
総
の
出
身
で
あ
り
、
上
総
を
教
化
の
基
盤
と
し
て
京
都
妙
満
寺
二
十
七
世
に

晋
山
し
た
常
楽
院
日
経
（
一
五
六
○
’
一
六
二
○
）
が
慶
長
十
三
年
（
一
六
○
八
）
に
直
弟
子
五
人
と
共
に
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
慶
長

六
年
に
妙
満
寺
に
晋
山
し
た
後
、
浄
土
宗
そ
の
他
諸
宗
を
折
伏
批
判
し
た
こ
と
か
ら
、
幕
府
へ
訴
願
さ
れ
、
慶
長
十
三
年
に
江
戸
城
に
て

宗
論
が
開
か
れ
負
け
と
判
定
さ
れ
た
。
同
十
四
年
、
日
経
と
そ
の
弟
子
た
ち
は
京
都
の
河
原
で
「
耳
鼻
削
ぎ
」
の
刑
を
受
け
追
放
と
な
っ

た
。
そ
の
後
、
日
経
は
信
徒
の
助
け
を
受
け
、
教
化
し
な
が
ら
金
沢
を
経
て
富
山
に
至
り
、
元
和
六
年
（
一
六
二
○
）
に
寂
し
た
と
さ
れ

二
、
慶
長
法
難
か
ら
寛
文
法
難
ま
で
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日
尚
（
正
統
院
、
一
六
一
二
’
一
六
七
四
）
は
京
都
に
生
ま
れ
た
。
日
経
の
直
弟
子
の
日
寿
に
師
事
し
た
。
後
に
上
総
の
宮
谷
檀
林
に

修
学
し
、
会
津
妙
法
寺
五
世
と
な
る
。
会
津
妙
法
寺
を
本
山
と
考
え
、
日
経
１
日
寿
１
日
尚
の
師
資
相
承
と
日
什
直
弟
子
相
伝
書
を
正
義

上
総
七
里
法
華
に
お
け
る
元
文
法
難
と
伊
藤
玄
基
隆
敬
の
生
涯
（
岩
田
）

（
５
）

万
治
法
難
に
つ
い
て
、
万
治
三
年
（
一
六
六
○
）
九
月
二
十
三
日
に
上
総
の
十
箇
寺
か
ら
「
門
中
を
惑
わ
す
者
」
と
し
て
公
儀
に
訴

状
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
起
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
妙
法
寺
日
尚
は
三
宅
島
へ
、
本
行
寺
日
暹
、
本
満
寺
日
清
は
大
島
へ
流

在
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

る
。
追
放
か
ら
遷
化
す
る
ま
で
の
十
余
年
の
間
、
日
経
に
教
化
さ
れ
彼
を
慕
う
僧
俗
の
信
徒
は
公
儀
に
か
く
れ
て
布
施
を
送
く
り
続
け
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、
日
経
は
本
尊
を
授
与
し
、
文
書
教
化
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
教
え
は
不
受
不
施
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
さ

れ
る
。
そ
れ
と
共
に
日
経
の
法
難
を
助
け
な
か
っ
た
寺
院
僧
を
も
批
難
の
対
象
と
し
た
の
で
あ
る
。

筆
者
が
、
上
総
大
木
戸
の
善
徳
寺
に
入
寺
ま
も
な
く
、
日
経
上
人
の
二
幅
の
本
尊
を
拝
見
す
る
機
会
を
得
た
。
そ
の
一
幅
の
本
尊
の
花

押
の
中
に
「
叶
法
華
経
之
金
文
」
の
文
章
が
あ
っ
た
。
宮
崎
英
修
先
生
は
そ
れ
は
慶
長
法
難
以
降
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ

た
。
そ
の
本
尊
は
内
証
題
目
講
の
も
の
で
大
変
小
型
の
も
の
で
あ
っ
た
。

（
４
）

寛
永
法
難
に
つ
い
て
、
（
１
）
寛
永
五
年
六
月
一
日
に
玉
雲
日
煽
等
が
受
け
た
法
難
と
（
２
）
寛
永
十
二
年
（
一
六
三
五
）
九
月
五
日

に
恕
閑
日
浄
等
が
受
け
た
法
難
と
が
あ
る
。
そ
の
後
者
に
つ
い
て
、
述
べ
る
。

日
浄
は
日
経
の
教
え
に
従
っ
て
折
伏
布
教
を
盛
ん
に
行
っ
た
。
そ
れ
は
、
日
経
の
教
え
に
よ
っ
て
寺
院
僧
を
批
難
し
、
不
受
不
施
的
な

強
義
を
説
い
た
こ
と
か
ら
、
上
総
の
十
箇
寺
か
ら
公
儀
に
訴
願
さ
れ
、
代
官
三
浦
監
物
に
よ
り
寛
永
十
二
年
九
月
五
日
に
野
田
村
（
現
在

誉
田
町
）
十
文
字
原
に
て
日
浄
と
六
人
の
信
徒
が
「
張
り
付
け
」
の
刑
に
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
場
所
に
五
日
堂
が
建
立
さ
れ
、
現

罪
と
な
っ
た
。
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（
６
）

寛
文
法
難
に
つ
い
て
、
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
七
月
に
公
儀
か
ら
京
都
の
法
華
宗
諸
門
流
に
対
し
て
九
箇
条
の
規
定
と
付
嘱
三
箇

条
目
が
公
布
さ
れ
、
そ
れ
を
認
め
る
印
判
が
集
め
ら
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
妙
満
寺
日
英
（
精
進
院
、
一
六
一
五
’
一
六
七
六
）
が
拒
否

し
た
こ
と
か
ら
起
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
法
難
は
京
都
で
起
っ
た
事
件
で
あ
る
が
、
印
判
拒
否
の
理
由
は
日
経
の
教
え
を
奉
ず
る
こ
と

に
よ
っ
て
起
っ
た
こ
と
か
ら
、
上
総
の
法
難
と
同
列
に
あ
つ
か
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
奉
行
牧
野
佐
渡
守
の
取
扱
に
よ
り
、
日
英
に
帰
依

厚
い
伊
藤
出
雲
守
の
領
国
で
あ
る
九
州
日
向
国
の
妖
肥
へ
流
罪
と
な
っ
た
。
そ
の
地
で
一
寺
を
建
立
し
て
い
る
。
こ
の
法
難
は
寛
永
・
万

治
の
法
難
と
は
お
も
む
き
を
異
に
し
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
慶
長
法
難
か
ら
万
治
法
難
を
経
て
元
文
法
難
へ
と
つ
ら
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。

元
文
法
難
は
、
慶
長
法
難
の
常
楽
院
日
経
に
よ
る
折
伏
教
化
と
不
受
不
施
的
強
義
の
教
え
を
信
受
し
、
万
治
法
難
の
日
尚
の
法
難
を
経

過
し
て
、
そ
れ
ま
で
寺
院
僧
を
中
心
と
し
た
集
団
の
組
織
で
あ
っ
た
も
の
が
、
在
家
信
徒
を
中
心
と
し
た
新
門
徒
の
組
織
へ
転
換
し
た
時

そ
の
結
果
、
一

摘
さ
れ
て
い
る
。
こ

作
（
仲
明
院
）
に
授
与
さ
れ
一

百
余
名
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

上
総
七
里
法
華
に
お
け
る
元
文
法
難
と
伊
藤
玄
基
隆
敬
の
生
涯
（
岩
田
）

と
し
て
、
妙
満
寺
と
上
総
の
十
箇
寺
を
批
難
し
た
の
が
訴
願
の
理
由
で
あ
っ
た
。
こ
の
日
尚
の
同
調
寺
院
の
僧
と
し
て
約
七
箇
寺
が
上
げ

ら
れ
る
ほ
ど
に
な
っ
て
い
た
。
日
尚
が
流
罪
と
な
り
、
在
島
九
年
ご
ろ
に
は
、
日
経
１
日
寿
１
日
尚
の
三
幅
の
本
尊
と
遺
言
状
と
共
に
日

作
（
仲
明
院
）
に
授
与
さ
れ
た
。
当
時
、
天
和
二
年
（
一
六
八
一
）
ご
ろ
日
尚
方
に
は
信
徒
三
百
余
名
が
あ
り
、
日
暹
方
の
信
徒
一
千
四

（
７
）

三
、
元
文
法
難

の
法
難
を
さ
か
い
と
し
て
日
経
の
門
流
の
僧
侶
中
心
の
団
体
か
ら
在
家
信
徒
を
中
心
へ
移
向
す
る
転
換
と
な
っ
た
と
指

(6）



こ
の
新
門
徒
の
集
団
は
土
気
を
中
心
と
し
て
、
東
側
に
属
す
る
土
気
・
大
綱
・
東
金
に
当
る
地
域
を
東
方
と
言
い
、
西
側
に
属
す
る
野

田
（
現
在
誉
田
）
・
大
木
戸
・
土
気
に
当
る
地
域
を
西
方
（
野
田
方
）
と
言
い
、
大
き
く
二
分
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

法
難
の
発
端
は
東
方
の
旗
頭
（
導
師
元
）
で
あ
る
新
門
徒
の
行
信
（
三
宅
島
へ
遠
島
後
・
常
源
院
日
進
、
一
六
九
八
’
一
七
六
七
）
が

元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
八
月
に
芝
名
村
の
蓮
華
寺
（
中
村
孝
也
師
住
職
の
寺
）
に
て
新
門
徒
に
対
し
て
法
話
を
行
っ
た
こ
と
を
答
め
た

こ
と
か
ら
起
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
元
文
三
年
三
月
に
蓮
福
寺
日
得
・
蓮
照
寺
日
啓
等
の
寺
院
側
か
ら
江
戸
の
寺
社
奉
行
大
岡
越
前
守

難
と
は
異
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
上
総
七
里
法
華
の
中
心
に
な
る
十
箇
寺
（
大
綱
蓮
照
寺
、
宮
谷
本
国
寺
、
田
中
法
光
寺
、
東
金
西
福
寺
、
本
漸
寺
、

松
之
郷
本
松
寺
、
北
之
幸
谷
妙
徳
寺
、
土
気
本
寿
寺
、
善
勝
寺
、
本
納
蓮
福
寺
）
か
ら
公
儀
へ
訴
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
法
難
は
起
っ

て
い
る
。
そ
の
点
、
徳
川
家
康
の
時
、
慶
長
十
三
年
（
一
六
○
八
）
、
浄
土
宗
と
そ
の
他
の
諸
宗
に
よ
る
訴
願
に
よ
っ
て
起
っ
た
慶
長
法

こ
の
法
難
の
特
徴
は
同
じ
顕
本
法
華
宗
の
信
仰
を
行
っ
て
い
る
寺
院
僧
と
新
門
徒
と
の
内
輪
の
中
で
起
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
法
難
を
受

け
た
の
は
慶
長
法
難
の
常
楽
院
日
経
（
一
五
六
○
’
一
六
二
○
）
の
教
え
を
信
仰
し
て
い
る
在
家
中
心
の
内
信
の
団
体
で
あ
っ
た
。
そ
れ

は
「
上
総
の
新
門
徒
」
「
内
証
（
緒
）
題
目
［
講
］
」
「
法
華
切
支
丹
」
と
言
わ
れ
、
折
伏
教
化
と
不
受
不
施
的
な
信
仰
を
行
っ
て
い
た
。

隠
れ
て
集
っ
て
内
緒
で
題
目
を
唱
え
た
こ
と
か
ら
、
「
内
緒
題
目
講
」
と
称
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
信
徒
の
死
に
際
し
て
は
、
寺
院
僧
の

葬
儀
の
前
に
、
内
緒
で
葬
儀
を
す
ま
せ
た
。
ま
た
、
寺
院
と
は
別
に
「
小
座
」
に
集
ま
り
、
日
蓮
の
遺
文
御
書
や
、
日
経
の
文
書
を
文
字

を
読
め
る
旗
頭
が
読
み
解
説
し
た
。

期
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

へ
訴
願
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
。

上
総
七
里
法
華
に
お
け
る
元
文
法
難
と
伊
藤
玄
基
隆
敬
の
生
涯
（
岩
田
）
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上
総
七
里
法
華
に
お
け
る
元
文
法
難
と
伊
藤
玄
基
隆
敬
の
生
涯
（
岩
田
）

そ
の
時
期
、
西
方
で
は
、
前
の
旗
頭
の
三
枝
重
右
衛
門
が
元
文
二
年
五
月
に
亡
く
な
っ
て
、
大
木
戸
村
出
身
の
医
師
の
伊
藤
玄
基
が
新

し
い
旗
頭
（
導
師
元
）
に
な
っ
て
い
た
。
旗
頭
は
日
蓮
の
遺
文
御
書
や
日
経
の
文
書
を
同
信
の
人
た
ち
に
読
み
聞
か
せ
、
解
説
す
る
役
目

も
あ
り
、
医
師
の
玄
基
に
請
い
旗
頭
に
な
っ
て
も
ら
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
当
時
、
西
方
の
玄
基
の
側
よ
り
東
方
の
行
信
の
勢
力
が
大
き
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

寺
院
側
か
ら
の
訴
願
に
よ
り
幕
府
は
、
元
文
三
年
三
月
に
行
信
と
四
判
（
上
太
田
村
市
右
衛
門
、
下
太
田
村
利
兵
衛
、
上
吉
井
村
七
兵

衛
、
桂
村
金
右
衛
門
）
等
を
江
戸
へ
召
し
出
し
、
入
牢
し
、
そ
の
後
、
訊
問
を
十
回
行
い
同
年
十
二
月
に
裁
定
し
、
行
信
を
三
宅
島
へ
遠

衛
、
桂
村
へ

島
に
し
た
。

一
方
の
当
事
者
、
西
方
の
旗
頭
で
あ
る
伊
藤
玄
基
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
西
方
の
旗
頭
と
な
っ
た
ば
か
り
の
玄
基
は
公
儀
に
召
し
出
さ

れ
同
信
の
人
々
の
名
簿
を
提
出
さ
せ
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
見
返
り
と
し
て
裁
定
ま
で
江
戸
に
止
め
お
か
れ
、
そ
の
後
、
追
放
と
言

う
こ
と
で
妥
協
し
た
と
さ
れ
る
。

（
１
）
時
坐

（
２
）
元
寺

れ
る
。

（
３
）
元
文
三
年
、
寺
院
側
か
ら
江
戸
表
・
寺
社
奉
行
大
岡
越
前
守
へ
訴
願
さ
れ
る
。

（
４
）
元
文
三
年
三
月
、
東
方
の
旗
頭
の
行
信
と
四
判
の
者
お
よ
び
吉
左
衛
門
と
共
に
江
戸
へ
召
し
出
さ
れ
る
。

（
５
）
元
文
三
年
五
月
、
西
方
の
旗
頭
の
伊
藤
玄
基
が
召
し
出
さ
れ
る
。
新
門
徒
の
名
簿
を
提
出
さ
せ
ら
れ
る
。
そ
の
見
返
り
と
し
て
、

元
文
法
難
の
略
経
過
を
報
告
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

１
）
時
代
、
八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
（
一
七
一
六
’
一
七
四
五
）
、
寺
社
奉
行
大
岡
越
前
守
の
時
代
。

２
）
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
八
月
二
十
二
日
、
在
家
信
者
（
新
門
徒
）
の
行
信
の
芝
名
村
蓮
華
寺
で
の
説
法
が
寺
院
側
か
ら
答
め
ら

(8）



伊
藤
玄
基
は
土
気
・
大
木
戸
・
野
田
を
中
心
と
し
た
西
方
の
旗
頭
で
あ
っ
た
。
伊
藤
玄
基
に
つ
い
て
、
三
宅
島
へ
遠
島
と
な
っ
た
東
方

（
８
）

の
旗
頭
で
あ
っ
た
行
信
の
『
新
徒
雑
談
集
』
の
中
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

な
ど

大
木
戸
村
伊
藤
玄
基
ト
申
ス
医
師
、
野
田
村
へ
療
治
杯
往
キ
、
野
田
村
ハ
遠
ク
大
木
戸
村
不
勝
手
故
二
、
後
者
ニ
ハ
野
田
村
へ
引
越

往
居
申
候
、
野
田
村
重
右
衛
門
相
果
、
候
巳
後
、
御
書
杯
読
申
ス
者
無
之
候
。
侭
、
此
玄
基
ヲ
頼
ミ
新
門
徒
之
筆
記
ヲ
不
残
相
見
セ

時
々
読
マ
セ
、
重
右
衛
門
同
前
二
崇
敬
申
候
故
、
野
田
方
の
者
共
、
会
式
盆
供
灯
明
銭
杯
合
力
申
候
処
、

上
総
七
里
法
華
に
お
け
る
元
文
法
難
と
伊
藤
玄
基
隆
敬
の
生
涯
（
岩
田
）

事
件
解
決
の
後
、
追
放
が
約
束
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
６
）
元
文
三
年
十
二
月
、
蔦
右
衛
門
と
久
三
郎
の
二
人
牢
死
す
る
。

（
７
）
訊
問
十
回
の
後
、
元
文
三
年
十
二
月
二
十
五
日
訊
問
終
る
。
行
信
は
三
宅
島
へ
遠
島
が
決
定
し
た
。

（
８
）
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
二
月
十
三
日
。
村
々
の
新
門
徒
約
八
三
○
名
が
江
戸
表
に
て
改
宗
証
文
の
上
、
放
免
と
な
る
。
但
し
、

九
名
の
者
が
重
追
放
・
追
放
・
所
払
い
と
な
る
。

（
９
）
元
文
四
年
九
月
二
十
七
日
、
行
信
は
三
宅
島
へ
出
帆
、
十
月
十
五
日
三
宅
島
へ
到
着
し
た
。
行
信
四
十
一
才
。

（
皿
）
行
信
（
常
源
院
日
進
、
一
六
九
八
・
元
禄
十
一
年
’
一
七
六
七
・
明
和
四
年
）
三
月
十
五
日
寂
、
行
年
七
○
才
。
三
宅
島
在
島
二

（
９
）
元
文
面

（
皿
）
行
信

十
八
年
。

（
一
）
伊
藤
玄
基
と
元
文
法
難

四
、
伊
藤
玄
基
の
生
涯

(9）



玄
基
は
公
儀
と
の
約
束
通
り
、
法
難
の
裁
定
の
後
、
所
払
い
追
放
と
い
う
自
由
の
身
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
玄
基
は
佐
渡
の
島
に
現
わ

れ
る
。
江
戸
か
ら
鎌
倉
を
経
て
、
ま
っ
す
ぐ
佐
渡
へ
渡
っ
た
の
か
、
或
は
江
戸
・
鎌
倉
か
ら
京
都
へ
廻
り
、
北
陸
へ
出
て
金
沢
・
富
山
を

経
て
佐
渡
へ
渡
っ
た
か
、
そ
の
経
路
は
不
明
で
あ
る
。
中
村
氏
の
研
究
は
上
総
七
里
法
華
の
地
域
に
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
の

玄
基
の
行
動
に
つ
い
て
追
究
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
佐
渡
の
郷
土
史
研
究
家
の
人
々
も
同
じ
で
あ
っ
た
。
佐
渡
へ
渡
る

以
前
の
玄
基
隆
敬
に
つ
い
て
は
上
総
の
大
木
戸
邑
出
身
と
言
う
こ
と
を
知
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
別
々
に
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と

こ
の
『
新
徒
雑
談
集
』
に
記
さ
れ
る
伊
藤
玄
基
に
つ
い
て
中
村
孝
也
氏
は
昭
和
三
十
四
年
、
大
木
戸
村
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の

折
、
大
木
戸
村
「
善
徳
寺
過
去
帳
」
の
間
か
ら
山
売
り
の
証
文
を
発
見
し
て
い
る
。
そ
れ
は
享
保
十
九
年
（
一
七
三
七
）
十
二
月
の
大
木

（
０
⑮
）

戸
村
で
の
山
売
り
の
証
文
に
証
人
の
一
人
と
し
て
玄
基
が
立
ち
会
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
実
在
し
た
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。

上
総
七
里
法
華
に
お
け
る
元
文
法
難
と
伊
藤
玄
基
隆
敬
の
生
涯
（
岩
田
）

野
田
村
ヲ
密
二
逃
出
シ
所
々
排
個
罷
在
候
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
伊
藤
玄
基
は
大
木
戸
村
の
医
師
で
あ
り
、
大
木
戸
村
と
野
田
村
（
現
在
誉
田
）
を
往
復
し
て
治
療
に
当
っ
て
い
た
が
、

大
木
戸
村
は
遠
く
不
勝
手
で
あ
る
と
し
て
野
田
村
へ
移
住
し
た
。
し
か
し
、
元
文
二
年
五
月
に
、
西
方
の
旗
頭
の
三
枝
重
右
衛
門
の
死
後
、

同
信
の
人
々
よ
り
請
わ
れ
て
旗
頭
と
な
り
、
布
教
活
動
を
行
い
僧
侶
と
同
じ
く
御
会
式
・
お
盆
の
供
養
・
灯
明
料
な
ど
を
受
け
て
い
た
と

あ
る
。
元
文
三
年
二
月
に
な
り
、
上
総
の
十
箇
寺
等
が
新
門
徒
を
訴
願
す
る
と
言
う
こ
と
を
知
り
、
野
田
村
を
離
れ
浪
人
と
な
っ
た
よ
う

あ
る
。
一
↑

で
あ
る
。

（
胸
）

（
二
）
伊
藤
隆
敬
と
『
佐
渡
名
勝
志
』

(IO)



こ
れ
は
『
佐
垂

記
さ
れ
て
い
る
。

に
な
る
。
玄
基
は
佐
渡
で
は
隆
敬
（
ヨ
シ
タ
カ
）
と
名
乗
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
全
く
異
っ
た
業
績
を
残
し
た
こ
と
に
よ
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

玄
基
は
、
日
蓮
の
遠
島
の
地
で
あ
り
、
日
蓮
の
信
仰
者
に
と
っ
て
聖
地
で
も
あ
る
佐
渡
に
渡
っ
た
の
で
あ
る
。
以
下
、
伊
藤
隆
敬
に
つ

い
て
、
小
菅
徹
也
氏
の
研
究
に
よ
り
、
略
記
す
る
。

玄
基
は
、
そ
こ
で
現
在
も
幻
の
名
著
と
言
わ
れ
る
『
佐
渡
名
勝
志
』
の
撰
述
を
し
て
い
る
。

こ
の
書
は
、
佐
渡
奉
行
所
の
地
役
人
の
須
田
右
衛
門
富
守
の
協
力
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
て
い
る
。
郷
土
史
の
研
究
家
で
あ
っ
た
須
田
は

三
十
余
年
に
渡
っ
て
、
佐
渡
の
歴
史
・
地
理
・
産
物
・
寺
院
来
由
そ
の
他
佐
渡
の
す
べ
て
の
こ
と
に
関
し
て
多
く
の
文
献
収
集
を
し
て
い

た
。
そ
の
収
集
の
文
献
を
も
と
に
玄
基
が
編
纂
し
た
も
の
が
伊
藤
隆
敬
撰
述
『
佐
渡
名
勝
志
』
全
八
巻
十
二
章
と
さ
れ
る
。

（
皿
）

『
佐
渡
名
勝
志
』
の
各
巻
の
初
め
に
撰
述
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
説
明
が
あ
る
。

ス
ヲ

リ
フ
ニ

三
十
年
来
、
拾
二
集
書
一
、
一
朝
撰
成
伝
二
不
朽
一
、

ニ
ヲ

フ
ヲ

家
門
胤
子
、
母
レ
忽
し
之
、
佐
州
相
府
官
史
行
一
文
斉
一
。

源
富
守
印

ノ
ハ
ズ
ラ

ノ

ム
ヲ
フ
ヲ
ヲ

此
書
未
し
剛
考
二
後
日
一
、
博
雅
君
子
、
感
二
草
稿
一
、
希
レ
加
二
斧
削
一
而
己
。
総
州
山
郡
処
士
繊
毫
幹
。

隆
敬
子
印

こ
れ
は
『
佐
渡
名
勝
志
』
の
編
纂
に
つ
い
て
簡
潔
に
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
巻
頭
ご
と
に
そ
の
巻
が
何
時
で
き
た
か
日
時
が
名

そ
の
『
佐
渡
名
勝
志
』
の
内
容
目
次
は
次
の
八
巻
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

巻
一
、
郡
境
部
。
巻
二
、
左
遷
部
・
旧
跡
部
・
名
所
部
並
付
録
。

上
総
七
里
法
華
に
お
け
る
元
文
法
難
と
伊
藤
玄
基
隆
敬
の
生
涯
（
岩
田
）

(")



巻
七
、
系
譜
部
。
巻
八
、
相
府
部
・
上
。
巻
八
、
相
府
部
・
中
。
巻
八
、
相
府
部
・
下
。

（
肥
）

以
上
の
よ
う
に
八
巻
十
二
章
か
ら
成
立
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
慈
室
部
坤
・
法
華
坤
之
部
に
佐
渡
に
お
け
る
法
華
宗
の
本
末
諸
寺
院

関
連
の
記
述
が
あ
る
。
即
ち
、
本
山
三
ヶ
寺
・
根
本
寺
、
妙
宣
寺
、
妙
照
寺
と
末
寺
四
十
ヶ
寺
、
寺
家
十
ヶ
寺
、
各
寺
家
十
五
ヶ
寺
、
計

五
十
八
ヶ
寺
等
の
来
由
、
日
蓮
聖
人
の
逝
文
・
本
尊
等
の
什
物
な
ど
が
報
告
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
隆
敬
の
考
証
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
当
時

の
佐
渡
に
お
け
る
日
蓮
宗
の
諸
寺
院
に
つ
い
て
の
貴
重
な
報
告
文
献
と
考
え
ら
れ
る
。

（
胸
）

そ
の
『
佐
渡
名
勝
志
』
の
撰
述
は
、
玄
基
隆
敬
の
在
島
三
年
目
の
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
一
月
ご
ろ
か
ら
始
ま
り
、
翌
年
の
延
享

元
年
（
一
七
四
四
）
八
月
ご
ろ
完
成
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
れ
は
隆
敬
の
三
十
四
才
の
時
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
日
蓮
聖
人
旧
跡
参

拝
の
為
に
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
六
月
十
一
日
に
、
小
木
津
に
渡
っ
た
と
さ
れ
る
。
江
戸
追
放
か
ら
佐
渡
へ
渡
る
ま
で
約
一
年
間
の
空

日
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
五
月
十
日
富
守
の
死
亡
以
後
に
島
を
離
れ
る
ま
で
、
約
五
年
間
佐
渡
に
居
た
こ
と
に

な
る
。そ
の
『
佐
渡
名
勝
志
』
は
平
成
九
年
、
新
潟
県
立
佐
渡
高
等
学
校
一
○
○
周
年
事
業
の
一
環
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

以
下
に
、
元
文
法
難
に
係
わ
る
玄
基
の
行
動
と
佐
渡
に
お
け
る
隆
敬
の
業
績
に
つ
い
て
、
改
め
て
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

伊
藤
玄
基
隆
敬
の
生
涯
の
略
歴

一
、
元
文
法
難
に
お
け
る
伊
藤
玄
基

上
総
七
里
法
華
に
お
け
る
元
文
法
難
と
伊
藤
玄
基
隆
敬
の
生
涯
（
岩
田
）

巻
三
、
慈
室
部
・
乾
・
巻
三
、
慈
室
部
・
坤
。
巻
四
、
神
社
部
。
巻
五
、
合
戦
部
。
巻
六
、
編
年
通
鑑
・
鱗
。
巻
六
、
編
年
通
鑑
。

鳳
◎

(I2)



（
１
）
宝
永
七
年
（
一
七
一
○
）
、
上
総
国
山
辺
郡
大
木
戸
村
に
生
ま
れ
る
。
（
逆
算
に
よ
る
）

（
２
）
享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
寅
極
月
（
十
二
月
）
二
十
七
日
付
、
大
木
戸
村
で
の
山
売
り
証
人
と
な
っ
て
い
る
。

（
３
）
宮
谷
檀
林
の
講
座
の
時
に
掛
け
る
天
台
大
師
像
の
文
字
書
写
を
行
っ
て
い
る
。

（
４
）
元
文
二
年
五
月
に
西
方
の
旗
頭
三
枝
重
右
衛
門
の
死
亡
後
、
請
わ
れ
て
旗
頭
と
な
る
。

（
５
）
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
二
月
ご
ろ
、
新
門
徒
の
回
章
（
状
）
が
出
た
後
、
身
の
危
険
を
感
じ
て
行
方
不
明
と
な
る
。
同
年
三
月
、

行
信
と
四
判
等
、
江
戸
へ
召
し
出
さ
れ
、
入
牢
さ
れ
る
。

（
６
）
元
文
三
年
五
月
ご
ろ
、
公
儀
に
召
し
出
さ
れ
る
。
新
門
徒
の
名
簿
を
提
出
す
。

（
７
）
元
文
三
年
四
月
下
旬
か
ら
八
月
中
旬
に
か
け
て
村
々
の
新
門
徒
約
八
三
○
名
が
江
戸
へ
召
し
出
さ
れ
る
。
改
宗
証
文
に
押
印
の
後
、

放
免
さ
れ
、
寺
院
の
信
徒
と
な
る
。

（
８
）
元
文
三
年
十
二
月
に
行
信
の
三
宅
島
へ
遠
島
の
裁
定
が
決
ま
る
。
こ
の
こ
ろ
ま
で
、
玄
基
は
江
戸
に
止
め
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
は
行
信
が
三
宅
島
へ
出
帆
し
た
元
文
四
年
九
月
ま
で
江
戸
に
居
た
か
も
知
れ
な
い
。

（
９
）
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
五
月
十
一
日
死
亡
。
（
三
十
七
才
）
、
『
千
箇
寺
首
題
帳
』
（
過
去
帳
）
に
よ
る
。
法
号
「
清
性
院
自
現
日

（
Ｍ
）

秀
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
玄
基
の
死
亡
日
時
・
法
号
は
地
下
の
「
取
次
」
に
よ
り
上
総
へ
知
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
佐
渡
・

法
泉
寺
の
『
浬
藥
金
像
記
』
に
あ
る
玄
基
直
筆
の
逆
修
の
日
号
は
「
日
通
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
日
秀
」
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
に

な
る
。

上
総
七
里
法
華
に
お
け
る
元
文
法
難
と
伊
藤
玄
基
隆
敬
の
生
涯
（
岩
田
）
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（
５
）
〔
上
総
新
門
徒
の
『
千
箇
寺
首
題
帳
』
に
「
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
五
月
十
一
日
、
玄
基
死
亡
」
、
と
あ
る
。
須
田
氏
死
亡
一
年

後
の
こ
と
に
な
る
。
三
十
七
才
で
あ
っ
た
。
〕

（
２
）
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）

（
３
）
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）

（
４
）
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）

二
、
佐
渡
に
お
狸

（
１
）
寛
保
元
年

と
知
り
合
う
。

参
考

①
『
佐
渡
名
勝
志
』
巻
八
の
上
の
末
文
。

延
享
元
甲
子
歳
初
秋
中
元
日
、
総
之
上
州
、
山
辺
郡
処
士
、
繊
毫
幹
、
春
秋
三
十
四
、
風
狂
子
書
。

②
隆
敬
直
筆
の
相
川
法
泉
寺
の
『
浬
藥
金
像
記
』
（
二
本
あ
る
）
に
よ
る
。

Ａ
本
、
「
土
気
圧
大
木
戸
邑
産
也
」
ま
た
「
伊
東
玄
基
隆
敬
（
ヨ
シ
タ
カ
）
」
と
あ
る
。
原
本
に
「
ヨ
シ
タ
カ
」
と
読
み
が
あ
る
。

Ｂ
本
、
伊
玄
基
と
あ
り
、
逆
修
法
号
「
清
性
院
自
現
日
通
」
と
あ
る
。

て
い
る
。

（
脂
）

佐
渡
に
お
け
る
伊
藤
隆
敬
（
ヨ
シ
タ
カ
）

寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
六
月
十
一
日
、
佐
渡
小
木
津
へ
渡
る
。
佐
渡
奉
行
所
・
地
役
人
・
郷
土
史
家
の
須
田
六
右
衛
門
富
守
等

上
総
七
里
法
華
に
お
け
る
元
文
法
難
と
伊
藤
玄
基
隆
敬
の
生
涯
（
岩
田
）

一
月
ご
ろ
か
ら
『
佐
渡
名
勝
志
』
の
撰
述
を
始
め
る
。

八
月
に
『
佐
渡
名
勝
志
』
全
八
巻
十
二
章
が
完
成
す
る
。
隆
敬
三
十
四
才
と
記
述
が
あ
る
。

五
月
十
日
。
須
田
六
右
衛
門
富
守
が
死
亡
す
る
。
そ
の
後
、
隆
敬
は
佐
渡
を
離
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
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上
総
七
里
法
華
に
お
け
る
常
楽
院
日
経
門
流
の
法
難
を
理
解
し
て
頂
く
た
め
に
慶
長
法
難
か
ら
寛
永
・
万
治
・
寛
文
の
法
難
に
至
る
ま

で
を
概
観
し
た
。
そ
れ
ら
は
寺
院
僧
侶
を
中
心
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
元
文
法
難
は
同
一
の
門
流
の
中
で
起
っ
た
も
の
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
特
徴
は
拡
大
し
た
在
家
信
徒
を
中
心
と
し
た
新
門
徒
の
団
体
に
対
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

本
稿
は
、
伊
藤
（
東
）
玄
基
隆
敬
の
数
奇
な
生
涯
を
報
告
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
前
半
生
に
つ
い
て
は
元
文
法

難
を
研
究
し
た
中
村
孝
也
氏
の
報
告
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
元
文
法
難
に
係
わ
り
、
江
戸
を
追
放
と
な
っ
た
時
期
ま

で
の
事
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
半
生
に
関
し
て
は
、
伊
藤
隆
敬
撰
述
の
『
佐
渡
名
勝
志
』
の
刊
行
委
員
会
代
表
で
新
潟
県
立
佐
渡
高
等
学
校

の
教
諭
で
あ
っ
た
小
菅
徹
也
氏
の
『
佐
渡
名
勝
志
』
解
題
、
「
『
佐
渡
名
勝
志
』
と
伊
玄
基
隆
敬
」
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
の
研
究
に

従
っ
た
。
千
葉
と
佐
渡
と
言
う
遠
く
離
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
に
研
究
さ
れ
報
告
さ
れ
て
来
た
こ
と
が
、
同
一
の
人
物
の
数
奇
な
生
涯
を
明
ら
か

に
し
た
こ
と
を
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
現
在
大
木
戸
町
の
伊
藤
家
に
伝
わ
る
近
世
の
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
の
曼
茶
羅
本
尊
に
伊
東
六
郎
左
衛
門
と
あ
る
。
伊
藤

家
は
代
々
当
主
は
六
郎
左
衛
門
を
襲
名
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

五
、
お
わ
り
に

上
総
七
里
法
華
に
お
け
る
元
文
法
難
と
伊
藤
玄
基
隆
敬
の
生
涯
（
岩
田
）
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注
（
１
）
中
村
孝
也
著
『
近
世
日
什
門
流
概
説
ｌ
信
行
論
と
殉
教
史
を
中
心
に
ｌ
』
（
平
楽
寺
書
店
、
平
成
十
年
六
月
二
十
八
日
）
。

中
村
孝
也
著
『
上
総
七
里
法
華
新
門
徒
の
研
究
』
（
平
楽
寺
書
店
、
平
成
十
七
年
十
月
二
十
八
日
）
。

（
２
）
伊
藤
隆
敬
撰
述
『
佐
渡
名
勝
志
』
（
新
潟
県
立
佐
渡
高
等
学
校
同
窓
会
発
行
、
野
島
出
版
、
平
成
九
年
七
月
十
五
日
）
、

勝
志
』
と
伊
玄
基
隆
敬
」
（
同
書
）
六
四
五
’
六
五
九
頁
。

（
３
）
『
近
世
日
什
門
流
概
説
』
第
二
章
「
常
楽
院
日
経
上
人
小
伝
」
、
一
三
五
’
一
八
一
頁
。
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『
上
総
七
里
法
華
新
門
徒
の
研
究
』
、
二
一
頁
。
三
九
’
四
七
頁
。
七
一
頁
。

（
５
）
同
、
一
三
○
’
一
三
一
頁
。

小
菅
徹
也
「
『
佐
渡
名
勝
志
』
と
伊
玄
基
隆
敬
」
（
『
佐
渡
名
勝
志
』
解
題
）
、
六
四
五
’
六
五
九
頁
。

（
５
）
同
、
四
八
’
五

（
５
）
同
、
六
九
ｌ
蒜

（
５
）
同
、
二
九
頁
。

四
八
’
五
一四

（
３
）
同
、
七
九
’
八
四
頁
。

（
２
）
同
、

（
２
）
同
、

（
皿
）
同
、

（
５
）
同
、

（
皿
）
同
。

上
総
七
里
法
華
に
お
け
る
元
文
法
難
と
伊
藤
玄
基
隆
敬
の
生
涯
（
岩
田
）

頁。

一
八
二
’
二
一
○
頁
。

六
四
五
’
六
四
七
頁
。

一
七
頁
等
。

一
二
○
頁
。

一
頁
。

小
菅
徹
也
弓
佐
渡
名
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